
 

 

 

 

 

 

 

 

 

公立病院の繰入金等の状況について 

（豊能二次医療圏） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【病院一覧】 

・市立池田病院 

・箕面市立病院 

・市立豊中病院 

・市立吹田市民病院 



　病院名：

（指定医療機関等） R7.3.31現在 【経営形態： 直営 】

（病床数） R7.7.1現在

急性期 回復期 慢性期 休棟

265床

1. 診療状況の推移

R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

108,420人 102,526人 100,935人 99,890人 100,858人

81.6% 77.2% 76.0% 75.0% 75.9%

11.1日 10.9日 10.2日 10.3日 10.4日

207,974人 209,472人 207,683人 196,656人 196,691人

2. 決算状況の推移 （単位：百万円・％）

R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

経常収益 a 13,343 15,099 15,051 12,773 12,752

医業収益（繰入金除く） b 11,892 12,375 12,611 12,028 12,356

c 194 158 223 267 259

国・府補助金等 ｄ 1,140 2,424 2,076 331 20

上記以外（自動計算） (a-b-c-d) 117 142 141 147 117

経常費用 e 12,851 13,463 13,695 13,732 14,523

医業費用 f 12,150 12,721 12,962 13,006 13,781

上記以外（自動計算） (e-f) 701 742 733 726 742

492 1,636 1,356 ▲959 ▲1,771

103.8% 112.2% 109.9% 93.0% 87.8%

▲258 ▲346 ▲351 ▲978 ▲1,425

97.9% 97.3% 97.3% 92.5% 89.7%

（注1）経常収支比率……　 経常収益(a)に対する経常費用(e)の割合で、通常の病院活動による収益状況を示す指標。

 　　　　　　　　　　 　 　100%以上の場合は単年度収支の黒字、100%未満は赤字を示す。

（注2）修正医業収支比率… 医業収益から他会計繰入金を除いたもの(b)に対する医業費用(f)の割合で、医業活動に

　　　　　　　　　　   　　おける経営状況を判断する指標。

3. 繰入金の算定項目（R6年度） （参考：総務省「地方公営企業繰出金について(通知)」

繰入額
(百万円)

高度急性期

一般病床（機能区分）

平均在院日数（一般）

主な算定項目

医業損益（繰入金除く）（自動計算）

修正医業収支比率（注2）（自動計算）

経常収支比率　（注1）（自動計算）

 算定項目についての詳細

① 救急医療

延外来患者数

③

救急告示病院における医師等の待機料及び空床確保に必要な経費

公立病院の繰入金等の状況について

364床

経常損益（自動計算）

市立池田病院

99床

合計

（自動計算）
その他

他会計繰入金・運営費負担金

豊能二次医療圏(池田市)

延入院患者数

病床稼働率（一般）

190

②

□ 特定機能病院 ■ 地域医療支援病院 ■ 紹介受診重点医療機関 □ 在宅療養後方支援病院 ■ がん診療拠点病院等

□ 三次救急医療機関 □ 災害拠点病院 □ 感染症指定医療機関 □ 結核病床を有する病院 □ エイズ治療拠点病院

□ 周産期母子医療センター □ 小児中核病院・小児地域医療センター

■ 救急医療 □ 周産期医療 □ 小児医療 □ リハビリテーション医療

□ 高度医療 □ 精神医療 □ 結核医療 □ 感染症医療
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　病院名：

（指定医療機関等） R7.3.31現在 【経営形態： 直営 】

（病床数） R7.7.1現在

急性期 回復期 慢性期 休棟

263床 50床 0床 0床 0床

1. 診療状況の推移

R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

82,130人 87,151人 80,206人 77,515人 76,461人

71.0% 75.3% 69.3% 66.8% 66.1%

11.5日 10.6日 10.2日 10.0日 10.0日

163,954人 177,849人 168,269人 158,625人 153,092人

2. 決算状況の推移 （単位：百万円・％）

R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

経常収益 a 9,576 10,679 11,408 8,818 11,298

医業収益（繰入金除く） b 7,754 8,310 8,791 8,044 7,700

c 686 91 360 421 3,436

国・府補助金等 ｄ 1,026 2,146 2,123 206 18

上記以外（自動計算） (a-b-c-d) 110 132 134 147 144

経常費用 e 9,973 10,129 10,315 10,095 11,344

医業費用 f 9,640 9,778 9,918 9,708 10,958

上記以外（自動計算） (e-f) 333 351 397 387 386

▲397 550 1,093 ▲1,277 ▲46

96.0% 105.4% 110.6% 87.4% 99.6%

▲1,886 ▲1,468 ▲1,127 ▲1,664 ▲3,258

80.4% 85.0% 88.6% 82.9% 70.3%

（注1）経常収支比率……　 経常収益(a)に対する経常費用(e)の割合で、通常の病院活動による収益状況を示す指標。

 　　　　　　　　　　 　 　100%以上の場合は単年度収支の黒字、100%未満は赤字を示す。

（注2）修正医業収支比率… 医業収益から他会計繰入金を除いたもの(b)に対する医業費用(f)の割合で、医業活動に
　　　　　　　　　　   　　おける経営状況を判断する指標。

3. 繰入金の算定項目（R6年度） （参考：総務省「地方公営企業繰出金について(通知)」

繰入額
(百万円)

② 救急医療 128 救急告示における救急医療の確保に必要な経費に相当する額

③ 小児医療 63
小児医療の用に供する病床の確保に要する経費のうち、これに伴う収入をもって

充てることができないと認められるものに相当する額

経常収支比率　（注1）（自動計算）

医業損益（繰入金除く）（自動計算）

修正医業収支比率（注2）（自動計算）

主な算定項目  算定項目についての詳細

① 高度医療 140
高度な医療の実施に要する経費のうち、これに伴う収入をもって充てることが

できないと認められるものに相当する額

経常損益（自動計算）

延外来患者数

他会計繰入金・運営費負担金

平均在院日数（一般）

公立病院の繰入金等の状況について

豊能二次医療圏(箕面市) 箕面市立病院

合計

（自動計算）

一般病床（機能区分）
その他

高度急性期

317床 4床

延入院患者数

病床稼働率（一般）

□ 特定機能病院 ■ 地域医療支援病院 ■ 紹介受診重点医療機関 □ 在宅療養後方支援病院 ■ がん診療拠点病院等

□ 三次救急医療機関 □ 災害拠点病院 □ 感染症指定医療機関 □ 結核病床を有する病院 □ エイズ治療拠点病院

□ 周産期母子医療センター □ 小児中核病院・小児地域医療センター

■ 救急医療 □ 周産期医療 ■ 小児医療 □ リハビリテーション医療

■ 高度医療 □ 精神医療 □ 結核医療 □ 感染症医療
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　病院名：

（指定医療機関等） R7.3.31現在 【経営形態： 直営 】

（病床数） R7.7.1現在

急性期 回復期 慢性期 休棟

415床 14床

1. 診療状況の推移

R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

138,064人 148,049人 155,359人 168,668人 174,990人

89.3% 89.3% 89.3% 77.6% 88.1%

10.7日 10.3日 10.1日 9.9日 9.8日

241,245人 261,248人 274,936人 272,553人 274,439人

2. 決算状況の推移 （単位：百万円・％）

R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

経常収益 a 20,457 21,661 22,034 21,638 21,953

医業収益（繰入金除く） b 14,540 15,973 17,438 18,977 19,529

c 1,383 1,341 1,417 1,452 1,545

国・府補助金等 ｄ 3,894 3,627 2,489 518 64

上記以外（自動計算） (a-b-c-d) 640 720 690 691 815

経常費用 e 19,716 20,578 21,813 22,299 23,284

医業費用 f 18,694 19,571 20,652 21,171 22,175

上記以外（自動計算） (e-f) 1,022 1,007 1,161 1,128 1,109

741 1,083 221 ▲661 ▲1,331

103.8% 105.3% 101.0% 97.0% 94.3%

▲4,154 ▲3,598 ▲3,214 ▲2,194 ▲2,646

77.8% 81.6% 84.4% 89.6% 88.1%

（注1）経常収支比率……　 経常収益(a)に対する経常費用(e)の割合で、通常の病院活動による収益状況を示す指標。

 　　　　　　　　　　 　 　100%以上の場合は単年度収支の黒字、100%未満は赤字を示す。

（注2）修正医業収支比率… 医業収益から他会計繰入金を除いたもの(b)に対する医業費用(f)の割合で、医業活動に
　　　　　　　　　　   　　おける経営状況を判断する指標。

3. 繰入金の算定項目（R6年度） （参考：総務省「地方公営企業繰出金について(通知)」

繰入額
(百万円)

③
リハビリテー

ション医療
174

リハビリテーション医療の実施に要する経費のうち、これに伴う収入をもって充て

ることができない額  算定基礎：収入（診療報酬）-支出（リハビリテーション医療

にかかる人件費・材料費・経費（委託料・賃貸料など）

② 周産期医療 171

周産期医療の病床の確保に要する経費のうち、これに伴う収入をもって充てること

ができない額   算定基礎：収入（診療報酬）-支出（産婦人科（NICU・GCU含む

病棟にかかる人件費・材料費・経費（委託料・賃貸料など）

① 救急医療 486
医師等の待機及び空床の確保等救急医療の確保に必要な経費

算定基礎：収入（診療報酬）-支出（救急医療にかかる人件費・材料費）

経常損益（自動計算）

経常収支比率　（注1）（自動計算）

医業損益（繰入金除く）（自動計算）

修正医業収支比率（注2）（自動計算）

主な算定項目  算定項目についての詳細

延外来患者数

他会計繰入金・運営費負担金

平均在院日数（一般）

公立病院の繰入金等の状況について

豊能二次医療圏(豊中市) 市立豊中病院

合計

（自動計算）

一般病床（機能区分）
その他

高度急性期

563床 134床

延入院患者数

病床稼働率（一般）

□ 特定機能病院 ■ 地域医療支援病院 ■ 紹介受診重点医療機関 □ 在宅療養後方支援病院 ■ がん診療拠点病院等

□ 三次救急医療機関 □ 災害拠点病院 ■ 感染症指定医療機関 □ 結核病床を有する病院 □ エイズ治療拠点病院

■ 周産期母子医療センター ■ 小児中核病院・小児地域医療センター

■ 救急医療 ■ 周産期医療 ■ 小児医療 ■ リハビリテーション医療
■ 高度医療 □ 精神医療 □ 結核医療 ■ 感染症医療
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　病院名：

（指定医療機関等） R7.3.31現在 【経営形態： 地独 】

（病床数） R7.7.1現在

急性期 回復期 慢性期 休棟

208床 45床

1. 診療状況の推移

R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

123,203人 113,487人 108,069人 114,661人 122,447人

78.3% 72.1% 68.7% 72.7% 77.8%

12.1日 11.1日 10.9日 10.9日 10.7日

202,646人 213,898人 213,898人 217,757人 205,468人

2. 決算状況の推移 （単位：百万円・％）

R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

経常収益 a 14,720 16,478 16,743 14,793 15,011

医業収益（繰入金除く） b 12,066 12,468 12,946 12,942 13,756

c 625 606 609 630 620

国・府補助金等 ｄ 1,473 2,536 2,301 409 74

上記以外（自動計算） (a-b-c-d) 555 869 887 812 561

経常費用 e 14,357 14,919 14,941 15,498 15,453

医業費用 f 13,700 14,211 14,220 14,775 14,710

上記以外（自動計算） (e-f) 657 709 722 722 743

363 1,559 1,802 ▲704 ▲443

102.5% 110.4% 112.1% 95.5% 97.1%

▲1,634 ▲1,742 ▲1,274 ▲1,833 ▲954

81.9% 81.6% 84.3% 81.3% 86.8%

（注1）経常収支比率……　 経常収益(a)に対する経常費用(e)の割合で、通常の病院活動による収益状況を示す指標。

 　　　　　　　　　　 　 　100%以上の場合は単年度収支の黒字、100%未満は赤字を示す。

（注2）修正医業収支比率… 医業収益から他会計繰入金を除いたもの(b)に対する医業費用(f)の割合で、医業活動に

　　　　　　　　　　   　　おける経営状況を判断する指標。

3. 繰入金の算定項目（R6年度） （参考：総務省「地方公営企業繰出金について(通知)」

繰入額
(百万円)

② 救急医療 140

救急告示病院における医師等の待機、空床確保に必要な経費及び救急医療のために行

う資機材等備蓄に要する経費、病院群輪番制病院が救急医療のために行う施設の整備

に要する経費（収益から人件費、材料費、経費を差し引いた額）

③ 小児医療 40
小児医療の病床の確保に要する経費のうち、これに伴う収入をもって充てることがで

きない額（収益から人件費、材料費、経費を差し引いた額）

① 高度医療 289

高度な医療の実施に要する経費のうち、これに伴う収入を持って充てることができな

い額（未熟児医療、障がい者歯科医療、病理解剖などに要する経費）（収益から人件

費、材料費、経費を差し引いた額）

経常損益（自動計算）

経常収支比率　（注1）（自動計算）

医業損益（繰入金除く）（自動計算）

修正医業収支比率（注2）（自動計算）

主な算定項目  算定項目についての詳細

延外来患者数

他会計繰入金・運営費負担金

平均在院日数（一般）

公立病院の繰入金等の状況について

豊能二次医療圏(吹田市) 市立吹田市民病院

合計

（自動計算）

一般病床（機能区分）
その他

高度急性期

431床 178床

延入院患者数

病床稼働率（一般）

□ 特定機能病院 ■ 地域医療支援病院 ■ 紹介受診重点医療機関 ■ 在宅療養後方支援病院 ■ がん診療拠点病院等

□ 三次救急医療機関 □ 災害拠点病院 □ 感染症指定医療機関 □ 結核病床を有する病院 □ エイズ治療拠点病院

□ 周産期母子医療センター □ 小児中核病院・小児地域医療センター

■ 救急医療 ■ 周産期医療 ■ 小児医療 ■ リハビリテーション医療

■ 高度医療 □ 精神医療 □ 結核医療 □ 感染症医療
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